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みんなの願いがかないますように（小平ふるさと村）

スマートシティ小平推進調査、まちづくり調査スマートシティ小平推進調査、まちづくり調査のの
各特別委員会を設各特別委員会を設置置

副議長
山岸真知子

議　長
松岡あつし

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新しししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ををををををををををををををををををををを決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決新しい議会人事を決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、
中
江
美
和
議
員
を
選
任
す

る
議
案
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

小
平
市
監
査
委
員
に　

中
江　

美
和　

議
員

４月臨時会・５月臨時会・６月定例会

就任に
あたって

小平市非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願
いである。しかし、核軍備拡大競争
及び通常兵器の軍備拡大競争は一段
と激化し、世界各地で武力紛争が絶
え間なく続き核戦争の脅威が迫って
いる。
　我が国は、世界唯一の核被爆国で
あることにかんがみ、小平市議会
は、すべての国の核兵器に反対し非
核三原則を堅持し、人類永遠の平和
のため努力することを決意し非核都
市を宣言する。

昭和58年３月３日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年３月定例会に
おいて議員から提案され全会一致で
可決されたものです。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
去
る
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
６
月
定
例

会
初
日
に
お
い
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
想
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
議
長
、
副
議
長
と
し
て
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
、
小
平
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
か
つ
長
期
に
わ
た
る
国
難
の

中
に
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
も
の
を
は
じ

め
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
へ
の
対
応
、
地
域
経
済
の
再
建
、

災
害
対
応
、
教
育
福
祉
の
充
実
な
ど
多
種
多
様
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
市
政
の
諸
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
二
元
代
表
制
の
も
と
市
議
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
の
権
能
を
改
め
て
自
覚
し
、

社
会
課
題
の
解
決
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
ま
た
、
小
平
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
に
よ
る

執
行
機
関
へ
の
政
策
提
言
の
実
施
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
時
代
に
即
し
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
効
率
的
で
分
か
り
や

す
い
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う

と
と
も
に
、
今
後
の
小
平
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市
民
の
皆
様

の
生
活
の
向
上
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　令和３年４月臨時会が４月23日に開
催され、副市長の選任など３件の市長提
出議案を可決・同意・承認しました。
　５月14日には令和３年５月臨時会が
開催され、一般会計補正予算（第３号）
など２件の市長提出議案を可決、１件を
継続審査としました。
　６月８日からは令和３年６月定例会を
30日までの23日間の会期で開催し、新
しい議長・副議長の選出や、常任委員会
等の構成を決定するなどの議会人事を行
いました。そのほか、小平市監査委員の
選任議案など11件の市長提出議案を同
意・可決しました。議員提出議案は、小
平市東京オリンピック・パラリンピック
子ども夢・未来基金条例を廃止する条例
制定など６件を可決し、１件を継続審査
としました。
　また、６月９日から３日間にわたり
26人の議員から66件の一般質問があ
りました。



令和３年（２０２１年）７月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２

※１　用語の解説は７面をご覧ください。

　

本
補
正
予
算
は
、
令
和
３
年
度
の

当
初
予
算
を
骨
格
予
算
と
し
て
編
成

し
た
こ
と
か
ら
、
市
長
選
挙
を
終
え

て
、
当
初
予
算
に
計
上
を
留
保
し
た

事
業
な
ど
を
予
算
化
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
事
業
実
施
に
伴
い
国

庫
及
び
都
支
出
金
、
基
金
繰
入
金
、

市
債
等
を
増
額
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
第
四
次
長
期
総
合
計

画
の
体
系
の
う
ち
、
ひ
と
づ
く
り
の

分
野
で
は
、
多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援

や
、
教
育
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

若
い
世
代
へ
の
こ
だ
い
ら
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
周
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

く
ら
し
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
女

性
の
再
就
職
支
援
や
、
通
所
介
護
等

利
用
者
助
成
事
業
の
見
直
し
、
被
災

者
用
備
蓄
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
鎌
倉

公
園
等
の
整
備
に
向
け
た
取
組
や
、

市
道
の
新
設
改
良
、
認
定
新
規
就
農

者
の
経
営
の
早
期
安
定
化
に
向
け
た

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

自
治
体
経
営
方
針
分
野
で
は
、
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
、
介
護
認

定
申
請
等
へ
の 
Ｒ 
Ｐ
Ａ
の
導
入
、
本

※
１

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
７
億
７
千
３
百　

万
４
千

５８

円
増
額
し
、
総
額
を
７
百
３
億
２
千

６
百　

万
円
と
し
ま
す
。

１１

 　

任
期
満
了
に
伴
う
副
市
長
の
選
任

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

伊
藤　

俊
哉
氏

副
市
長
の
選
任
同

副
市
長
の
選
任
同
意意

可
決
、同
意
ま
た
は
承
認
し
た

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

令
和
３
年
度
一
般
会

令
和
３
年
度
一
般
会
計計

補
正
予
算
（
第
４

補
正
予
算
（
第
４
号号
））

政和：政和会（７）　 　公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（４）　 　共産：日本共産党小平市議団（３）　 　生ネ：生活者ネットワーク（３）
一人：一人会派の会（３）　 　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

全会一致で議決した議案等　（議長は表決に加わりません。)
議決結果件名番号議決結果件名番号区分

原案可決まちづくり調査特別委員会の設置第３５号原案可決スマートシティ小平推進調査特別委員会の設置第３４号議員提
出議案

原案可決小平市消防団消防ポンプ自動車の買入れについて第３６号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第３０〜３２号
市長提
出議案

原案可決令和３年度小平市一般会計補正予算（第５号）第３７号原案可決小平市税条例の一部を改正する条例第３３号
同　　意小平市監査委員の選任同意第３８号原案可決小平市手数料条例の一部を改正する条例第３４号

原案可決小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例第３５号

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

市民一人生ネ共産フォ公明政和

議決結果件名番号区分
水
口
か
ず
え

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

伊
藤　
　

央

山
浦
ま
ゆ
み

山
崎
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

中
江　

美
和

岡
田
し
ん
ぺ
い

川
里　

富
美

吉
本
ゆ
う
す
け

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

津
本　

裕
子

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

山
田　

大
輔

松
岡
あ
つ
し

福
室　

英
俊

外
山
ま
な
み

石
津
は
る
か

鈴
木　

洋
一

比
留
間
洋
一

０２３〇〇〇〇〇〇〇退退退〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
※
 
議
長

〇〇〇〇〇原案可決新型コロナウイルスワクチン接種に関す
る意見書第３６号議員提

出議案

３２３〇×××〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇原案可決令和３年度小平市一般会計補正予算（第
６号）第３９号市長提

出議案

２３３〇〇〇×××××××××××××××××××××××不採択鷹の台駅前広場整備について市と市民が
協働する場を設けることについて第６号請願

〇：賛成　　×：反対　　退：退場　　　　　　　　　　　　　　　※議長は表決に加わりません。

政和：政和会（７）　 　公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（４）　 　共産：日本共産党小平市議団（３）　 　生ネ：生活者ネットワーク（３）
一人：一人会派の会（３）　 　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）

５月臨時会
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

市民一人生ネ共産フォ公明政和

議決結果件名番号区分
水
口
か
ず
え

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

伊
藤　
　

央

山
浦
ま
ゆ
み

山
崎
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

中
江　

美
和

岡
田
し
ん
ぺ
い

川
里　

富
美

吉
本
ゆ
う
す
け

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

津
本　

裕
子

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

山
田　

大
輔

福
室　

英
俊

外
山
ま
な
み

石
津
は
る
か

比
留
間
洋
一

鈴
木　

洋
一

松
岡
あ
つ
し

３２３〇×××〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇※
 
副
議
長

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇原案可決令和３年度小平市一般会計補正予算（第３号）第２７号市長提
出議案 １１１５××××〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×××××××原案可決小平市立体育施設条例の一部を改正する条例第２９号

〇：賛成　　×：反対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※副議長は議長の職務のため表決に加わっていません。

政和：政和会（７）　 　公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（４）　 　共産：日本共産党小平市議団（３）　 　生ネ：生活者ネットワーク（３）
一人：一人会派の会（３）　 　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）

６月定例会　（６月定例会初日に新たな正副議長が選出されたため、就任後に議決された議案は表を分けて表示しています。）
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

市民一人生ネ共産フォ公明政和

議決結果件名番号区分
水
口
か
ず
え

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

伊
藤　
　

央

山
浦
ま
ゆ
み

山
崎
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

中
江　

美
和

岡
田
し
ん
ぺ
い

川
里　

富
美

吉
本
ゆ
う
す
け

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

津
本　

裕
子

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

山
田　

大
輔

松
岡
あ
つ
し

福
室　

英
俊

外
山
ま
な
み

石
津
は
る
か

鈴
木　

洋
一

比
留
間
洋
一

１１１４〇〇〇〇×××〇〇〇退×××××
※
 
副
議
長

×××〇〇〇〇〇〇〇原案可決小平市東京オリンピック・パラリンピック子
ども夢・未来基金条例を廃止する条例制定第２８号議員提

出議案 １０１６〇〇〇〇××××××××××〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇原案可決議案第２８号令和３年度小平市一般会計補
正予算（第４号）に対する附帯決議第３７号

３２３〇×××〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇原案可決令和３年度小平市一般会計補正予算（第
４号）第２８号市長提

出議案
〇：賛成　　×：反対　　退：退場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※副議長は議長の職務のため表決に加わっていません。

全会一致で議決した議案等　（副議長は議長の職務のため表決に加わっていません。)
議決結果件名番号議決結果件名番号区分

原案可決水道水源井戸に有機フッ素化合物が流入した原因究明と情報開示を
求める意見書第３３号議員提

出議案

議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否
政和：政和会（７）　 　　公明：市議会公明党（６）　 　　フォ：フォーラム小平（４）　 　　一人：一人会派の会（４）　 　　共産：日本共産党小平市議団（３）
生ネ：生活者ネットワーク（３）　 　　　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）

４月臨時会　注１
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

市民生ネ共産一人フォ公明政和

議決結果件名番号区分
水
口
か
ず
え

山
浦
ま
ゆ
み

山
崎
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

中
江　

美
和

伊
藤　
　

央

竹
井
よ
う
こ

岡
田
し
ん
ぺ
い

川
里　

富
美

吉
本
ゆ
う
す
け

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

津
本　

裕
子

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

山
田　

大
輔

福
室　

英
俊

外
山
ま
な
み

石
津
は
る
か

比
留
間
洋
一

鈴
木　

洋
一

松
岡
あ
つ
し

１２６〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇〇
※
 
副
議
長

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇原案可決令和３年度小平市一般会計補正予算
（第２号）第２５号市長提

出議案
〇：賛成　　×：反対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※副議長は議長の職務のため表決に加わっていません。

注１　市長提出議案第２６号　副市長の選任同意を求める議案については、無記名投票による採決の結果、同意しました。
全会一致で議決した議案等　（副議長は議長の職務のため表決に加わっていません。)

議決結果件名番号議決結果件名番号区分

承　　認専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例）第２４号市長提
出議案



令和３年（２０２１年）７月２５日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

 
◆
昭
和
病
院
企
業
団
議
会

　

幸
田　

昌
之　
　
吉
本
ゆ
う
す
け

◆
湖
南
衛
生
組
合
議
会

　

伊
藤　
　

央　
　

山
田　

大
輔

◆
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
議

会

　

き
せ
恵
美
子　
　

佐
藤　
　

徹

　

比
留
間
洋
一　
　

山
浦
ま
ゆ
み

◆
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
・

東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
会

　

鈴
木　

洋
一　
　

山
岸
真
知
子

◆
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
議

会

　

鈴
木
だ
い
ち

◆
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
議
会

　

川
里　

富
美　
　

山
﨑
と
も
子

 
◆
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会

　

吉
本
ゆ
う
す
け

 

○
＝
理
事

■
東
京
都
三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協

一
部
事
務
組
合
議

一
部
事
務
組
合
議
会会

広

域

連

合

議

広

域

連

合

議

会会

協
議
会
等
理
事
及
び
委

協
議
会
等
理
事
及
び
委
員員

議
会

○
松
岡
あ
つ
し

■
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促

進
協
議
会

○
松
岡
あ
つ
し

　

山
浦
ま
ゆ
み
（
第
１
委
員
会
）

　

細
谷　
　

正
（
第
２
委
員
会
）

　
吉
本
ゆ
う
す
け
（
第
３
委
員
会
）

■
三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々
線
促

進
協
議
会

○
松
岡
あ
つ
し　
　

石
津
は
る
か

■
多
摩
川
流
域
下
水
道
促
進
協
議
会

　

松
岡
あ
つ
し

■
野
火
止
用
水
保
全
対
策
協
議
会

　

川
里　

富
美　
　

津
本　

裕
子

　

橋
本　

久
雄

■
東
京
河
川
改
修
促
進
連
盟

○
松
岡
あ
つ
し

■
多
摩
地
域
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
建

設
促
進
協
議
会

○
松
岡
あ
つ
し　
　

石
津
は
る
か

■
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議

会
審
議
会

　

外
山
ま
な
み　
　

橋
本　

孝
二

■
東
京
都
市
公
平
委
員
会
関
係
団
体

協
議
会

　

松
岡
あ
つ
し

 
■
都
市
計
画
審
議
会

　

虻
川　
　

浩　
　
岡
田
し
ん
ぺ
い

　

さ
と
う
悦
子　
　

鈴
木　

洋
一

　

外
山
ま
な
み

■
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

き
せ
恵
美
子　
　

佐
藤　
　

徹

　

福
室　

英
俊　
　

安
竹　

洋
平

■
土
地
開
発
公
社
評
議
員
会

　

虻
川　
　

浩　
　

き
せ
恵
美
子

　

石
津
は
る
か　
　

中
江　

美
和

　

橋
本　

孝
二　
　

細
谷　
　

正

　

山
浦
ま
ゆ
み

■
公
益
財
団
法
人
小
平
市
文
化
振
興

財
団
評
議
員
会

　

伊
藤　
　

央

 　

緊
急
質
問
と
は
、
質
問
が
緊
急
を

要
す
る
と
き
な
ど
に
議
会
の
同
意
を

得
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
質
問
を
い

い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
臨
時
会
に
お
い
て
、

一
人
会
派
の
会
の
伊
藤
央
議
員
と
政

和
会
の
福
室
英
俊
議
員
か
ら
、
８
件

市
長
附
属
機
関
等
委

市
長
附
属
機
関
等
委
員員

緊
急
質

緊
急
質
問問

の
緊
急
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問

件
名
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 
臼
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

渦
所
信
表
明
で
触
れ
な
か
っ
た
諸
施

策
に
つ
い
て

嘘
緊
急
事
態
宣
言
再
々
発
令
、
教
育

機
会
を
守
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
を
急

げ唄
迅
速
に
、
旧
佐
川
邸
公
園
の
方
向

性
決
定
を

欝
新
市
長
の
所
信
表
明
「　

の
政
策

８７

を
女
性
市
長
に
託
そ
う
」
に
つ
い
て

問
う

 
蔚
小
林
洋
子
新
市
長
の
所
信
表
明
に

つ
い
て

鰻
小
林
洋
子
新
市
長
の
所
信
表
明
に

つ
い
て

姥
小
林
洋
子
新
市
長
の
所
信
表
明
に

つ
い
て

伊
藤　

央
議
員

一
人
会
派
の
会

福
室　

英
俊
議
員

政

和

会

広広広広広広広広広広広広広広聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員広聴広報特別委員会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（８８８８８８８８８８８８８８人人人人人人人人人人人人人人（８人）））））））））））））））

◎福室　英俊　○鈴木だいち　　伊藤　　央
　岡田しんぺい　　さとう悦子　　佐藤　　徹
　外山まなみ　　橋本　孝二

ままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりり調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員まちづくり調査特別委員会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（９９９９９９９９９９９９９９人人人人人人人人人人人人人人（９人）））））））））））））））

◎橋本　久雄　○川里　富美　　虻川　　浩
　さとう悦子　　鈴木だいち　　外山まなみ
　比留間洋一　　山岸真知子　　吉本ゆうすけ

ススススススススススススススママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトシシシシシシシシシシシシシシテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィ小小小小小小小小小小小小小小平平平平平平平平平平平平平平推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進調調調調調調調調調調調調調調スマートシティ小平推進調査査査査査査査査査査査査査査査
特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（９９９９９９９９９９９９９９人人人人人人人人人人人人人人特別委員会（９人）））））））））））））））

◎山﨑とも子　○佐藤　　徹　　石津はるか
　伊藤　　央　　岡田しんぺい　　橋本　孝二
　細谷　　正　　水口かずえ　　山田　大輔

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（７７７７７７７７７７７７７７人人人人人人人人人人人人人人厚生委員会（７人）））））））））））））））

◎吉本ゆうすけ ○幸田　昌之 鈴木だいち

山﨑とも子橋本　久雄津本　裕子鈴木　洋一

議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会運運運運運運運運運運運運運運議会運営営営営営営営営営営営営営営営
委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員委員会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（８８８８８８８８８８８８８８人人人人人人人人人人人人人人（８人）））））））））））））））

◎津本　裕子

○鈴木　洋一

　きせ恵美子

　中江　美和

　福室　英俊

　安竹　洋平

　山浦まゆみ

　幸田　昌之

常任委員会・特別委員会等の構成
総総総総総総総総総総総総総総務務務務務務務務務務務務務務委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（７７７７７７７７７７７７７７人人人人人人人人人人人人人人総務委員会（７人）））））））））））））））

外山まなみ 中江　美和 橋本　孝二 細谷　　正

◎ 川　　浩 さとう悦子○比留間洋一

環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（７７７７７７７７７７７７７７環境建設委員会（７人人人人人人人人人人人人人人人※※※※※※※※※※※※※※欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠員員員員員員員員員員員員員員１１１１１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人人人人※欠員１人）））））））））））））））

安竹　洋平

○山浦まゆみ

生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活文文文文文文文文文文文文文文教教教教教教教教教教教教教教委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（７７７７７７７７７７７７７７生活文教委員会（７人人人人人人人人人人人人人人人※※※※※※※※※※※※※※欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠員員員員員員員員員員員員員員１１１１１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人人人人※欠員１人）））））））））））））））

川里　富美

◎伊藤　　央

佐藤　　徹

○山田　大輔

水口かずえ

石津はるか

山岸真知子

岡田しんぺい

福室　英俊

◎きせ恵美子

日
程
、
開
会
時
刻
等
は
変
更
や
追
加
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（※１）９月定例会初日上程の受付期限です。
（※２）開会時刻については、議会事務局にお問い合わせください。
（※３）９月定例会最終日上程の受付期限です。

８月１９日（木）スマートシティ小平推進調査特別
 委員会
８月２３日（月）総務委員会
８月２４日（火）生活文教委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）（※１）
８月２５日（水）厚生委員会
８月２６日（木）環境建設委員会
８月２７日（金）幹事長会議（※２）
９月２日（木）議会運営委員会（※２）
９月７日（火）９月定例会本会議（初日）
９月８日（水）９月定例会本会議（一般質問）
９月９日（木）９月定例会本会議（一般質問）
９月１０日（金）９月定例会本会議（一般質問）
９月１３日（月）総務委員会
９月１４日（火）生活文教委員会
９月１５日（水）厚生委員会
９月１６日（木）環境建設委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）（※３）
９月１７日（金）広聴広報特別委員会
９月２１日（火）スマートシティ小平推進調査特別
 委員会
９月２２日（水）まちづくり調査特別委員会
９月２４日（金）幹事長会議（※２）
９月２７日（月）議会運営委員会（※２）
９月３０日（木）９月定例会本会議（最終日）
 広聴広報特別委員会（※２）
１０月１２日（火）決算特別委員会（一般会計）
１０月１３日（水）決算特別委員会（一般会計）
１０月１４日（木）決算特別委員会（一般会計）
１０月１５日（金）決算特別委員会（特別会計・下水道

事業会計）
１０月１９日（火）広聴広報特別委員会

今後の市議会の日程（予定今後の市議会の日程（予定））
開会時刻：原則として午前９時　場所：市役所７階

QRコードの注意事項等は、４面「QRコードについて」をご覧ください。

正・副委員長
以外は五十音順

◎＝委員長
○＝副委員長



一般質問

令和３年（２０２１年）７月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttps://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council_1.html

 
質
問　

臼
速
や
か
に
事
業
を
開
始
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。　

　

渦
公
園
設
計
は
、
市
民
意
見
を
尊

重
す
べ
き
だ
が
、
設
計
に
係
る
具
体

的
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　

臼
で
き
る
だ
け
早
期
に
開
始

す
る
こ
と
は
大
事
と
捉
え
て
い
る
が
、

市
に
負
担
を
か
け
な
い
と
い
う
遺
言

者
の
意
向
を
前
提
に
、
市
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
公
園
整

備
が
必
要
と
捉
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
災
害
時
の
一
時
的
避
難
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
な

ど
の
意
見
が
あ
る
。
可
能
な
限
り
意

見
等
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て
い
く
。

旧
佐
川
邸
の
公
園
整
備
事
業
を

計
画
的
に
推
進
す
べ
き

 
質
問　

臼
エ
リ
ア
全
体
で
一
体
的
に

基
本
設
計
等
を
行
う
こ
と
に
設
計
の

進
め
方
が
変
更
さ
れ
た
が
、
変
更
し

た
基
本
設
計
等
へ
の
市
民
参
画
は
。

　

渦
施
設
の
機
能
に
つ
い
て
、
福
祉

関
係
部
署
の
連
携
強
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
利
用

者
・
利
用
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
将
来
的
に
包
括
的
な
支
援
体
制

づ
く
り
に
お
け
る
中
核
的
拠
点
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
等
を
想
定
し
て
お

り
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
開
設
等
を

検
討
し
連
携
強
化
に
も
努
め
て
い
く
。

中
央
エ
リ
ア
（
仮
称
）
新
建
物
で

活
動
等
を
創
出
し
地
域
課
題
の
解
決
を

 
質
問　

臼
導
入
、
拡
充
の
提
案
を
し

て
き
た
備
蓄
品
目
の
う
ち
乳
児
用
液

体
ミ
ル
ク
の
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
市
立
小
・
中
学
校
の
体
育
館
の

冷
暖
房
設
備
の
導
入
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
液
体
ミ
ル
ク
は
賞
味
期
限

が
短
く
コ
ス
ト
等
に
課
題
は
あ
る
が
、

災
害
時
の
有
用
性
は
認
識
し
て
お
り
、

導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長　

渦
現
在
、
具
体
的
な
課
題

整
理
を
行
っ
て
い
る
。
よ
り
よ
い
教

育
環
境
の
確
保
等
の
た
め
、
早
期
の

学
校
体
育
館
へ
の
冷
暖
房
設
備
導
入

の
着
手
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

万
全
な
防
災
対
策
を
進
め
る
た
め
に

 
質
問　

臼
新
小
平
駅
周
辺
の
通
勤
者

に
よ
る
道
路
や
畑
等
へ
の
ポ
イ
捨
て

に
つ
い
て
市
の
現
状
認
識
と
見
解
は
。

　

渦
マ
ナ
ー
条
例
の
制
定
が
必
要
だ

が
現
時
点
で
の
検
討
状
況
等
は
。

市
長　

臼
路
上
で
の
吸
い
殻
等
の
ポ

イ
捨
て
が
散
見
さ
れ
る
。
防
止
の
啓

発
に
努
め
る
ほ
か
、
地
域
住
民
に
よ

る
清
掃
活
動
等
推
進
し
ポ
イ
捨
て
を

し
に
く
い
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
る
。

　

渦
先
行
し
て
制
定
し
て
い
る
近
隣

自
治
体
の
情
報
収
集
に
努
め
る
な
ど

し
て
き
た
。
引
き
続
き
、
新
し
い
日

常
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
在
り
方
等
を

整
理
し
条
例
制
定
を
検
討
し
て
い
く
。

新
小
平
駅
周
辺
の
環
境
整
備
を

進

め

る

べ

き

 
質
問　

臼
東
部
公
園
の
植
栽
を
整
理

し
、
桜
の
植
樹
を
す
べ
き
で
は
。

　

渦
仮
称
は
な
こ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
桜
植
樹
の
募
金
等
、

ふ
る
さ
と
と
し
て
愛
着
を
持
て
る
よ

う
喚
起
す
べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
公
園
内
の
樹
木
の
植
え
替

え
等
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
枯
れ

等
で
伐
採
し
た
場
合
に
は
桜
も
含
め

他
の
樹
種
の
植
樹
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
既
に
花
小
金
井
駅
南
口
の
狭
山・

境
緑
道
沿
い
の
桜
並
木
が
名
所
だ
が
、

枯
れ
に
よ
る
伐
採
が
相
次
い
で
い
る

た
め
、
ま
ず
は
名
所
の
桜
の
維
持
等

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
現
在
プ
ロ

再
び
仮
称
は
な
こ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実

現

を

求

め

る

ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
予
定
は
な
い
。

 
質
問　

臼
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
課
題
は
。

　

渦
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
苦
手
な
人
へ

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
提
供
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ

る
。
今
後
も
、
導
入
自
治
体
の
事
例

等
の
調
査
を
継
続
な
ど
し
て
い
く
。

市
長　

渦 
デ 
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
是

※
２

正
の
取
組
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
認
識
し
て
い
る
。
国
や
都
の
支
援

事
業
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

詳
細
が
全
て
示
さ
れ
て
お
ら
ず
動
向

を
注
視
し
活
用
を
検
討
等
し
て
い
く
。

新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

 
質
問　

臼
都
の
補
助
金
の
活
用
は
。

　

渦
設
置
し
た
場
合
に
か
か
る
年
間

の
電
気
代
等
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

教
育
長　

臼
東
京
都
公
立
学
校
屋
内

体
育
施
設
空
調
設
置
支
援
事
業
の
補

助
金
は
本
年
度
末
が
期
限
で
、
工
事

で
設
置
の
場
合
は
補
助
金
期
限
内
で

の
施
工
は
困
難
で
あ
る
。
リ
ー
ス
で

設
置
の
場
合
は
設
置
す
る
学
校
数
に

も
よ
る
が
活
用
可
能
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
設
置
機
器
等
に
も
よ
る
が
、
１

校
当
た
り
約　
万
円
と
捉
え
て
い
る
。

３０

 
市
立
小
・
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
・

空
調
設
備
の
速
や
か
な
設
置
を

コ
ロ
ナ
禍
で
消
防
団
の
士
気
を

低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
訓
練
に
つ
い
て

質
問　

臼
令
和
３
年
度
の
消
防
団
主

要
行
事
の
活
動
予
定
と
中
止
予
定
は
。

　

渦
消
防
団
員
の
士
気
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
の
策
は
。

市
長　

臼
小
平
市
総
合
水
防
演
習
等

の
規
模
の
縮
小
な
ど
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
た
上
で
実
施
し
て
お
り
、
現

時
点
で
中
止
に
し
た
行
事
は
な
い
。

そ
の
他
の
行
事
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
令
和
３
年
４
月
か
ら
分
団
自
主

訓
練
を
、
活
動
内
容
等
に
制
限
を
設

け
再
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
消

防
団
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応

し
た
訓
練
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
士
気
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

 
質
問　

臼
市
民
と
つ
く
る　

の
政
策

８７

は
、
４
年
間
で
実
現
す
る
市
民
に
約

束
し
た
公
約
と
捉
え
て
よ
い
か
。

　

渦
４
年
間
で
こ
れ
は
実
現
す
る
と

い
っ
た
政
策
に
絞
っ
て
、
財
源
を
含

め
た
対
応
方
針
を
示
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
市
役
所
内
の
女
性
管
理
職
５
割

を
目
指
す
と
掲
げ
て
い
る
が
、
前
市

政
に
お
い
て
も　

％
に
と
ど
ま
っ
て

１８

い
る
。
５
月
１
日
に
市
長
に
よ
る
最

初
の
人
事
が
あ
り
、
課
長
職
を
１
人

登
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ

女
性
職
員
を
登
用
し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　

臼
私
の
確
認
団
体
で
あ
る
笑

顔
咲
く
小
平
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
で

新
市
長
の　

の
政
策
に
つ
い
て
問
う

８７

あ
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
す
る
約

束
、
公
約
と
捉
え
て
い
る
。
４
年
間

を
か
け
て
目
指
す
と
こ
ろ
や
思
い
が

形
に
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
市
と
し
て
定
め
た
方
針
等
で
は

な
い
た
め
、
市
に
お
い
て
対
応
方
針

の
よ
う
な
も
の
を
取
り
ま
と
め
て
示

す
べ
き
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
、
市
の
計
画
等
と
の
整
合
性
や

財
源
等
の
課
題
を
確
認
し
な
が
ら
具

体
化
に
向
け
検
討
し
実
現
可
能
な
も

の
は
順
次
、
予
算
案
で
示
し
て
い
く
。

　

嘘
地
方
公
務
員
法
で
は
、
職
員
の

昇
任
は
能
力
の
実
証
に
基
づ
く
な
ど

と
さ
れ
て
お
り
、
性
別
の
み
で
昇
任

者
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
女
性
職
員
も
活
躍
し
や

す
い
環
境
の
整
備
等
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
、
さ
ら
な

る
拡
充
を
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

の
連
携
対
応
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

臼
国
や
都
に
引
き
続
き
補

助
金
増
額
等
を
要
望
し
て
い
く
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
対

象
の
連
絡
会
で
の
情
報
共
有
等
を
通

じ
て
、
児
童
等
へ
の
福
祉
的
な
支
援

強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

市
長　

渦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
、

孤
立
防
止
へ
今
こ
そ
重
層
的
な

支
援
体
制
の
構
築
整
備
を
急
げ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
の
顔
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
犬
の
し
つ
け
方
教
室
の
令

和
３
年
度
の
取
組
状
況
は
。

　

渦
犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
の
啓
発
活

動
と
な
る 
イ 
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦

※
３

の
取
組
の
評
価
と
課
題
は
。

市
長　

臼
昨
年
度
と
同
様
に
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
を
得
て
実
施
す

る
。
全
３
回
の
日
程
で
開
催
し
て
お

り
回
数
を
増
や
す
調
整
を
し
て
い
る
。

渦
費
用
対
効
果
の
高
い
施
策
で
あ
る

が
、
周
知
が
課
題
で
あ
り
、
市
報
等

で
積
極
的
な
広
報
に
努
め
て
い
く
。

人
と
愛
犬
の
共
生
で
き
る
モ
デ
ル
都
市

こ
だ
い
ら
の
実
現
を
目
指
し
て

感染防止対策を講じて行われた令和３年度小平市総合水防演習の様子
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一般質問 要 旨
市政を問う

　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し事務の状況及び将来に
対する方針等について質問することをいいます。

一般質問とは橋
本
孝
二
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

旧
佐
川
邸
の
公
園
整
備
事
業
の
推
進
を
／

中
央
エ
リ
ア
（
仮
称
）
新
建
物

幸
田
昌
之
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

万
全
な
防
災
対
策
を
／
新
小
平
駅
周
辺
の

環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き

津
本
裕
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

仮
称
は
な
こ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

新
し
い
生
活
様
式
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

鈴
木
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
／

消
防
団
の
士
気
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に

中
江
美
和
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

新
市
長
の　

の
政
策
に
つ
い
て
問
う

８７

佐
藤　

徹
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
／

人
と
愛
犬
の
共
生
で
き
る
都
市
の
実
現



一般質問

令和３年（２０２１年）７月２５日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼
江
戸
川
区
の 
お 
う
ち
食
堂

※
４

な
ど
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
す
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
の
取
組
の
検
討
は
。

　

渦
貧
困
対
策
を
進
め
る
た
め
の
市

の
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
。

市
長　

臼
お
う
ち
食
堂
は
貧
困
等
が

心
配
さ
れ
る
子
ど
も
に
確
実
に
支
援

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
、
市
の
考
え

る
家
庭
支
援
の
在
り
方
に
も
合
致
す

る
。
要
支
援
家
庭
に
適
切
に
対
応
で

き
る
担
い
手
の
確
保
等
が
課
題
と
捉

え
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
子
ど
も
・
若
者
計
画
に
子
ど
も

の
貧
困
の
解
消
に
資
す
る
施
策
を
掲

げ
、
計
画
の
一
部
を
子
ど
も
の
貧
困

子
ど
も
の
貧
困
に
寄
り
添
う

食

の

支

援

の

充

実

を

対
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

 
質
問　

臼
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の

検
討
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
土

日
、
夜
間
運
行
実
施
へ
の
考
え
は
。

市
長　

臼
社
会
状
況
の
変
化
等
を
捉

え
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
視
点
で

公
共
交
通
体
系
の
再
構
築
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
基
本
的
な
考
え
方
の

総
括
等
を
行
い
市
の
特
性
等
に
即
し

た
地
域
公
共
交
通
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
要
望
は
認
識
し
て
い
る
が
、
財

源
の
確
保
な
ど
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

運
賃
の
在
り
方
を
含
め
た
総
合
的
な

視
点
で
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
て

具
体
的
な
取
組
を
示
せ

 
質
問　

臼
計
画
対
象
範
囲
に
あ
る
農

地
は
農
に
ふ
れ
あ
う
エ
リ
ア
の
畑
な

ど
に
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
の
で
は
。

　

渦
直
売
所
は
常
設
す
る
の
か
。

市
長　

臼
鎌
倉
公
園
整
備
基
本
計
画

に
お
い
て
、
既
存
農
地
の
一
部
を
活

用
し
、
農
に
ふ
れ
あ
う
エ
リ
ア
と
し

て
農
風
景
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

短
冊
状
農
地
を
生
か
し
た
小
平
ら
し

い
農
を
楽
し
む
こ
と
な
ど
が
で
き
る

空
間
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

渦
市
民
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
農

業
エ
リ
ア
整
備
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当

た
り
、
整
備
内
容
及
び
運
営
管
理
体

制
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

鎌
倉
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
給
食
調
理
事
業
者
の
選
定

は
適
正
だ
っ
た
か
。

　

渦
給
食
調
理
事
業
者
側
及
び
市
の

対
応
や
対
策
は
。

教
育
長　

臼
調
理
配
送
能
力
、
衛
生

管
理
体
制
等
を
考
慮
し
て
お
り
、
適

正
な
選
定
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
事
業
者
に
お
い
て
は
当
日
中
に

工
場
全
体
の
消
毒
作
業
を
行
い
、
今

後
の
消
毒
回
数
を
増
や
す
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
所
管
保
健
所
の
調
査
に
同
席
し
、

事
業
者
に
衛
生
管
理
体
制
の
改
善
を

強
く
求
め
た
。
今
後
は
栄
養
士
に
よ

る
状
況
確
認
を
入
念
に
行
っ
て
い
く
。

小
平
市
立
中
学
校
の
給
食
へ
の

異

物

混

入

に

つ

い

て
 

質
問　

市
民
と
つ
く
る　

の
政
策
の

８７

実
施
状
況
を
年
度
ご
と
に
公
表
で
き

な
い
か
。

市
長　

公
表
す
る
考
え
は
な
い
。

 
質
問　

臼
女
性
管
理
職　

％
の
目
標

５０

は
撤
回
し　
％
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

３０

　

渦
男
性
管
理
職
の
育
児
休
業
取
得

率
は
。

　

嘘
管
理
職
が
定
時
後
職
場
に
い
る

年
間
平
均　

時
間
を
、
一
般
職
並
み

４２２

に
下
げ
る
目
標
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
令
和
７
年
度
に
管
理
職
の

市
民
と
の
約
束
で
あ
る　

の
政
策
の

８７

進
捗
状
況
を
年
度
ご
と
に
公
表
せ
よ

女
性
管
理
職
の
割
合　

％
は
撤
回
し
、

５０

　

％

目

標

を

目

指

せ

３０

女
性
比
率　

％
を
目
指
し
て
お
り
、

３０

そ
の
上
で
市
民
と
つ
く
る　

の
政
策

８７

に
掲
げ
た
目
標
に
向
け
て
努
力
す
る
。

　

渦
平
成　

年
度
か
ら
令
和
元
年
度

２７

ま
で
の
５
年
間
で
は
ゼ
ロ
％
で
あ
る
。

　

嘘
縮
減
す
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

 
質
問　

臼
庁
内
で
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
設
置
費
用
は
。

　

嘘
市
長
任
期
４
年
間
で
事
業
を
行

う
考
え
は
。

教
育
長　

臼
機
種
、
設
置
方
法
、
財

源
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
１
校
当
た
り
約
３
千
万
円
。

　

嘘
早
期
の
導
入
の
着
手
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
立
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
動
物
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
う
市
民
の
資
金
・
労
力
の
面
で

の
負
担
軽
減
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

　

渦
地
域
猫
活
動
や
ペ
ッ
ト
の
適
正

飼
育
問
題
を
地
域
で
解
決
で
き
る
仕

組
み
を
整
え
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
人
た
ち
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
補
助
の
実
施
や
、
民
間
団
体

が
実
施
す
る
補
助
事
業
の
活
用
等
に

よ
り
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

　

渦
地
域
の
課
題
は
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
捉

え
て
い
る
。
地
域
住
民
に
対
す
る
周

動
物
と
人
が
共
生
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

知
等
を
図
り
、
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体
等
と
の
連
携
に
努
め
る
。

 
質
問　

臼
現
在
の
市
民
の
就
労
状
況

と
市
内
の
雇
用
状
況
の
課
題
は
。　

　

渦
市
内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
仕

事
を
集
積
さ
せ
、
雇
用
創
出
を
図
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
も
い
る
。
一

方
で
人
手
不
足
の
業
種
な
ど
も
あ
り
、

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
も
課
題
で
あ
る
。

　

渦
こ
だ
い
ら
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
す
だ
ち
で
は
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の

登
録
等
を
行
っ
て
お
り
引
き
続
き
市

報
等
で
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
く
。

市
民
の
雇
用
確
保
と
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を

 
質
問　

臼
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
希
望
者
へ
の
積
極
的
な
支
援
は
。

　

渦
集
団
接
種
会
場
や
医
療
機
関
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
す

る
訪
問
接
種
を
進
め
て
い
く
方
針
は
。

市
長　

臼
状
況
に
合
わ
せ
て
近
く
の

医
療
機
関
の
紹
介
等
、
接
種
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
会
場
等
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な

人
が
一
定
程
度
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
、
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

 
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

コ

ロ

ナ

禍

に

お

け

る

高
齢
者
・
障
害
者
諸
施
策
に
つ
い
て

質
問　

臼
６
月　

日
が
申
請
期
限
と

３０

な
っ
て
い
る
、
高
齢
者
・
障
害
福
祉

施
設
へ
の
衛
生
用
品
、
備
品
等
購
入

補
助
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
補
助
を
継

続
・
拡
充
す
る
考
え
は
。

　

渦
高
齢
者
・
障
害
福
祉
施
設
職
員

へ
の
慰
労
金
の
支
給
を
、
引
き
続
き

提
案
す
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
東
京
都
の
令
和
３
年
度
６

月
補
正
予
算
案
に
よ
れ
ば
、
７
月
以

降
も
事
業
の
実
施
が
見
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
都
の
補
助

を
活
用
し
た
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
慰
労
金
の
支
給
予
定
は
な
い
が
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
補
助
等
し
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
国
の
施
策
に
基
づ
く
市
の
保
育
政

策
を
問
う

 
質
問　

臼
給
茶
機
撤
去
の
経
緯
は
。

　

渦
高
齢
者
が
利
用
す
る
施
設
で
水

分
補
給
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
を
考
え
る
と
危
険
で
は
。

　

嘘
給
茶
機
再
設
置
へ
の
見
解
は
。

　

唄
自
動
販
売
機
の
設
置
は
。

市
長　

臼
水
分
補
給
と
し
て
健
康
促

進
の
観
点
か
ら
設
置
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予

防
対
策
強
化
の
た
め
撤
去
し
た
。

　

渦
各
自
飲
物
を
持
参
し
て
も
ら
う

こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。

　

嘘
現
在
の
感
染
状
況
で
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

唄
設
置
場
所
等
の
課
題
も
あ
る
が
、

高
齢
者
館
で
水
分
補
給
で
き
る

環
境
整
備
を
早
急
に
行
う
べ
き

利
用
者
の
意
見
も
聞
い
て
い
く
。

 
質
問　

臼
体
育
着
の
下
の
肌
着
着
用

を
禁
止
し
て
い
る
か
。

　

渦
各
学
校
の
指
導
状
況
は
。

　

嘘
体
育
着
の
持
ち
帰
り
の
指
導
は
。

教
育
長　

臼
教
育
委
員
会
で
は
肌
着

の
着
用
を
禁
止
し
て
い
な
い
。

　

渦
全
て
の
市
立
小
学
校
で
、
児
童

の
心
情
や
保
護
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、

体
育
着
の
下
に
肌
着
を
着
用
し
て
も

よ
い
と
指
導
し
て
い
る
。

　

嘘
市
立
小
学
校
へ
の
一
律
の
指
導

で
は
な
く
、
各
学
校
で
衛
生
面
等
を

踏
ま
え
指
導
し
て
い
る
。

小

学

校

に

お

け

る

体
育
着
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
こ
れ
ま
で
の
市
の
陽
性
確

認
者
数
は
約
千
人
で
市
民
の
約
０
・

５
％
に
当
た
る
。
感
染
し
発
症
す
る

人
は
さ
ら
に
少
な
く
、
重
症
化
す
る

人
も
ご
く
僅
か
だ
が
間
違
い
な
い
か
。

　

渦
５
月　

日
の
国
の
発
表
で
は
ワ

１２

ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
者　

人
、
重

３９

篤
な
副
反
応
報
告
は　

件
だ
が
、
こ

６４２

の
よ
う
な
事
実
を
周
知
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
持
続
期
間
は
。

　

唄
ワ
ク
チ
ン
が
今
後
の
変
異
株
に

有
効
で
な
い
場
合
、
ま
た
数
種
類
の

変
異
株
へ
の
感
染
が
同
時
に
拡
大
し

た
場
合
、
数
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
必
要
と
な
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
し
て
正
確
な
情
報
の
周
知
を

市
長　

臼
東
京
都
か
ら
は
、
個
々
の

症
状
な
ど
の
詳
細
な
情
報
は
提
供
さ

れ
な
い
た
め
、
把
握
し
て
い
な
い
。

　

渦
市
民
が
自
身
で
判
断
で
き
る
た

め
の
情
報
提
供
は
重
要
で
あ
る
。
様

々
な
要
望
を
聞
く
中
で
ど
の
よ
う
な

情
報
提
供
が
で
き
る
か
研
究
す
る
。

　

嘘
現
在
、
日
本
で
薬
事
承
認
さ
れ

て
い
る
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
効
果

の
持
続
性
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

唄
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
な
ど
各
メ

ー
カ
ー
や
様
々
な
研
究
機
関
に
お
い

て
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
市
の
危
機
管
理
体
制
と
市
長
の
意

識
を
問
う

○
市
と
し
て
重
症
者
抑
制
と
後
遺
症

者
の
回
復
に
取
り
組
め

鎌倉公園整備計画の基本計画図（鎌倉公園整備基本計画より抜粋）

伊
藤　

央
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

ワ

ク

チ

ン

に

つ

い

て

正
確
な
情
報
の
周
知
を

山
岸
真
知
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

子
ど
も
の
貧
困
に
寄
り
添
う
食
の
支
援
／

新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

岡
田
し
ん
ぺ
い
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

鎌
倉
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て
／

中
学
校
給
食
へ
の
異
物
混
入
に
つ
い
て

石
津
は
る
か
議
員

（
政
和
会
）

動
物
と
人
の
共
生
を
／
市
民
の

雇
用
確
保
と
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を

橋
本
久
雄
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

　

の
政
策
／
女
性
管
理
職　

％
は
撤
回
を
／

８７

５０

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
／

コ
ロ
ナ
禍
の
高
齢
者
・
障
害
者
諸
施
策

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

高
齢
者
館
で
水
分
補
給
環
境
の
整
備
／

小
学
校
体
育
着
に
関
す
る
ル
ー
ル



一般質問

令和３年（２０２１年）７月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
市
民
を
守
る
包
括
的
な
支

援
体
制
整
備
へ
の
早
急
な
着
手
が
必

要
だ
が
、
市
長
の
認
識
と
見
解
は
。

　

渦
居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
に
つ

い
て
、
福
祉
と
の
連
携
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
生
活
上
の
問
題
が
多
様
化

等
し
て
き
て
お
り
包
括
的
支
援
体
制

が
必
要
で
あ
る
。
本
年
度
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

増
員
す
る
な
ど
体
制
を
整
え
て
い
る
。

今
後
も
相
談
支
援
機
関
と
連
携
を
図

り
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
居
住
支
援
は
福
祉
分
野
に
お
け

る
対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
住
居
確
保
要
配
慮
者
の
支
援

見
守
り
機
能
の
再
構
築
で
社
会
的

孤
立
を
乗
り
越
え
孤
独
死
を
な
く
そ
う

の
在
り
方
を
研
究
等
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
小
平
駅
北
口
地
区
の
再
開

発
に
つ
い
て
基
本
的
見
解
は
。

　

渦
小
平
駅
南
口
で
の
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
幕
を
閉
じ
た
が
、
今

後
の
商
店
街
の
活
性
化
へ
の
考
え
は
。

市
長　

臼
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
み
ど
り
つ
な
が
る
快
適
生
活
都

市
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
事
業
と

認
識
し
て
お
り
、
中
長
期
的
な
重
要

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
市
街
地
再

開
発
準
備
組
合
を
支
援
し
て
い
る
。

　

渦
コ
ロ
ナ
禍
で
は
ま
ず
は
事
業
継

続
の
下
支
え
が
不
可
欠
で
あ
り
今
後

も
状
況
に
応
じ
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

小
平
駅
周
辺
の
活
性
化
等
の
た
め

市
長
は
ど
う
考
え
何
を
進
め
る
の
か

 
質
問　

臼
子
ど
も
自
身
が
悩
み
を
相

談
で
き
る
公
的
機
関
は
あ
る
か
。

　

渦
市
の
全
て
の
施
策
に
子
ど
も
の

権
利
の
視
点
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
や
テ
ィ
ー
ン
ズ
相
談
室
で
は
子
ど

も
本
人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

渦
子
ど
も
や
保
護
者
を
直
接
対
象

と
す
る
施
策
は
多
く
が
児
童
福
祉
法

を
根
拠
と
し
て
お
り
、
当
然
に
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精
神
に
の

っ
と
っ
て
進
め
て
い
る
。
子
ど
も
等

を
直
接
対
象
と
し
な
い
施
策
も
内
容

に
応
じ
て
子
ど
も
の
視
点
に
配
慮
し
、

施
策
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
を

小
平
市
の
施
策
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に

 
質
問　

臼
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
報
告
に

つ
い
て
市
の
受
け
止
め
は
。

　

渦
市
職
員
や
福
祉
関
係
者
に
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
の
研
修
は
行
っ

て
い
る
か
。

市
長　

臼
家
族
に
代
わ
っ
て
家
事
や

介
護
な
ど
を
担
う　

歳
未
満
の
子
ど

１８

も
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

渦
現
在
実
施
し
て
い
る
も
の
は
な

い
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
指
導
研
修
に
お
い
て
、
ケ
ア

ラ
ー
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
よ
う

な
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
ケ
ア
バ
ラ
ン
ス
実
現
に

向
け
て
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
充
実
を

 
質
問　

臼
生
理
用
品
の
配
布
状
況
は
。

　

渦
生
理
用
品
の
配
布
、
設
置
場
所

は
各
施
設
の
ト
イ
レ
に
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
学
生
を
含
め
た
生
活
困
窮
者
へ

の
支
援
強
化
は
。

市
長　

臼
６
月
下
旬
か
ら
、
市
民
協

働
・
男
女
参
画
推
進
課
、
子
育
て
支

援
課
、
小
平
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
ひ
ら
く
、
公
民
館　

館
、
図
書

１１

館
８
館
、
市
立
小
・
中
学
校　

校
及

２７

び
大
学
６
校
で
配
布
予
定
で
あ
る
。

　

渦
衛
生
面
等
の
課
題
が
あ
る
た
め

考
え
て
い
な
い
。

　

嘘
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相

談
を
受
け
て
い
る
。
引
き
続
き
個
別

コ
ロ
ナ
禍
の
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
等
し
て
い
く
。

 
質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
現

状
と
課
題
は
。

市
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
見
守
り
及
び
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
よ
る
訪
問
見
守
り
活
動
は
、

控
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
対
面
に
よ
る
生
活
状
況
等
の

確
認
が
十
分
で
き
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
介
護
予
防
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高
齢
者
見
守
り
協

定
締
結
事
業
所
に
よ
る
見
守
り
は
、

日
々
の
生
活
等
に
お
い
て
可
能
な
範

囲
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
見
え
て
き
た

高
齢
者
世
帯
の
支
援
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
会
場
に
は
何
人
で
引
率
か
。

ま
た
、
不
参
加
の
場
合
の
取
扱
い
は
。

　

渦
都
に
小
・
中
学
生
の
観
戦
動
員

の
中
止
を
求
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
小
学
校
５
年
か
ら
中
学

校
３
年
ま
で
は
児
童
・
生
徒　

人
当

２０

た
り
引
率
教
員
１
人
、
特
別
支
援
学

級
は
、
児
童
・
生
徒
４
人
当
た
り
引

率
教
員
１
人
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に

引
率
責
任
者
１
人
が
引
率
す
る
。
不

参
加
は
、
欠
席
扱
い
と
は
し
な
い
。

市
長　

渦
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
る
が
、
現

状
に
お
い
て
は
安
全
に
実
施
で
き
る

こ
と
を
前
提
に
、
教
育
委
員
会
と
連

子
ど
も
の
た
め
今
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
を

携
し
、
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

 
質
問　

臼
集
団
接
種
及
び
個
別
接
種

が
難
し
い
人
へ
の
対
策
は
。

　

渦
接
種
を
い
つ
ま
で
に
完
了
す
る

計
画
な
の
か
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
集
団
接
種
会
場
や
医
療
機

関
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
が
一
定

程
度
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

幾
つ
か
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や
接
種
体

制
等
、
流
動
的
な
部
分
が
多
く
全
体

的
な
接
種
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
難

し
い
。
市
民
に
対
し
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
量
等
を
見
な
が
ら
、
随
時
、
接
種

体
制
等
を
市
報
等
で
広
報
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
希
望
す
る

市
民
に
迅
速
・
安
全
な
接
種
を

 
質
問　

臼
市
民
と
行
政
が
自
治
・
参

加
・
協
働
の
意
味
を
共
に
理
解
し
行

動
し
て
い
く
た
め
、
自
治
基
本
条
例

や
関
連
計
画
等
を
協
議
な
ど
す
る
組

織
の
設
置
が
有
効
だ
が
、
見
解
は
。

　

渦
さ
ら
な
る
進
化
の
た
め
政
策
企

画
部
門
に
市
民
協
働
を
置
く
な
ど
大

胆
な
組
織
改
革
も
必
要
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
参
加
や
協
働
の
推
進
は
、

自
治
基
本
条
例
を
踏
ま
え
市
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
改
め
て

協
議
・
検
討
す
る
組
織
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
が
、
引
き
続
き
市
民
と

行
政
が
共
に
協
働
等
を
理
解
し
取
り

組
め
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。　

新
市
長
の
も
と
自
治
・
参
加
と

協
働
の
意
義
を
見
直
し
組
織
再
構
築
を

　

渦
自
治
基
本
条
例
を
踏
ま
え
、
市

政
運
営
全
般
で
参
加
・
協
働
を
据
え

連
携
し
て
お
り
、
総
合
的
調
整
を
企

画
政
策
部
が
担
っ
て
い
る
た
め
企
画

政
策
部
内
へ
の
設
置
の
考
え
は
な
い
。

 
質
問　

一
部
の
使
え
な
い
公
園
遊
具

に
つ
い
て
、
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
か
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
活

用
等
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
状
況
が
把
握

で
き
る
仕
組
み
は
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

修
繕
に
つ
い
て
施
工
期
間
が

不
確
定
な
も
の
も
あ
り
詳
細
な
情
報

の
掲
示
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

今
後
は
可
能
な
範
囲
で
現
地
掲
示
す

る
な
ど
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

再
び
、
公
園
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う

 
質
問　

臼
防
災
用
井
戸
設
置
の
検
討

に
向
け
て
、
進
捗
状
況
は
。

　

渦
避
難
所
機
能
充
実
へ
の
検
討
は
。

　

嘘
地
域
防
災
計
画
策
定
に
お
い
て

男
女
共
同
参
画
を
ど
う
担
保
す
る
か
。

市
長　

臼
他
自
治
体
の
先
例
等
の
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
安
全
性
等
を
確
保
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
や
生
活
環
境
を
良
好
に

保
つ
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
施
設
改
修
や
建

て
替
え
等
の
機
会
を
捉
え
検
討
す
る
。

　

嘘
国
作
成
の
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
の
防
災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
策
定
等
進
め
て
い
る
。

小
平
市
の
災
害
対
策
の

力

を

高

め

る

た

め

に
 

質
問　

臼
市
民
意
識
・
事
業
所
実
態

調
査
結
果
の
特
徴
は
。

渦
職
員
向
け
に
定
期
的
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
Ｄ
Ｖ
の
講
習
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
市
民
意
識
調
査
は
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
認
知
度
等
の
設
問

が
追
加
さ
れ
、
結
果
か
ら
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
理
想
と
現
状

で
開
き
が
あ
る
と
分
か
っ
た
。
事
業

所
実
態
調
査
は
今
回
新
た
に
行
い
、

市
内
の
現
状
は
、
休
暇
は
比
較
的
取

得
し
や
す
い
等
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

渦
庁
内
の
独
自
研
修
や
、
東
京
都

市
町
村
職
員
研
修
所
が
実
施
す
る
研

修
等
へ
の
職
員
派
遣
を
継
続
す
る
。

誰

も

が

尊

重

さ

れ

る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に

 
質
問　

臼
小
平
駅
前
、
一
橋
学
園
駅

前
の
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
小
平
駅
南
口
か
ら
ル
ネ
こ
だ
い

ら
ま
で
の
動
線
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

市
長　

臼
小
平
駅
北
口
は
、
再
開
発

準
備
組
合
が
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
事
業
計
画
案
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
準
備
組
合
で
は
、
事
業
計
画

案
等
に
対
し
て
権
利
者
説
明
会
の
開

催
等
を
行
い
合
意
形
成
を
進
め
て
い

る
。
一
橋
学
園
駅
周
辺
は
、
都
市
計

画
事
業
に
よ
る
整
備
の
予
定
は
な
い
。

　

渦
一
定
の
有
効
幅
員
が
確
保
さ
れ

て
お
り
安
全
性
等
を
持
っ
た
動
線
は

確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小
平
駅
前
、
一
橋
学
園
駅
前
の
整
備
や

再
開
発
を
早
急
に
進
め
る
べ
き

 
質
問　

臼
宮
城
県
の
小
学
校
で
校
庭

の
防
球
ネ
ッ
ト
が
倒
れ
た
事
故
を
受

け
、
市
立
小
・
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ

器
具
等
の
緊
急
点
検
を
指
導
し
た
か
。

　

渦
市
立
小
・
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ

器
具
等
の
保
守
点
検
は
毎
年
業
務
委

託
し
て
い
る
が
過
去
５
年
間
に
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
報
告
が
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

臼
直
ち
に
防
球
ネ
ッ
ト
等

の
緊
急
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
状

態
の
悪
い
設
備
は
修
繕
を
実
施
し
た
。

　

渦
直
ち
に
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

報
告
は
な
い
が
、
経
年
劣
化
に
よ
る

不
具
合
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
状

況
を
確
認
し
修
繕
等
を
行
っ
て
い
る
。

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら

未
然
に
防
ぎ
、
命
を
守
ろ
う

 

川　

浩
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

見
守
り
機
能
の
再
構
築
を
／

小
平
駅
周
辺
の
活
性
化
と
ま
ち
づ
く
り

山
﨑
と
も
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

子
ど
も
の
権
利
の
視
点
を
市
の
施
策
に
／

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
充
実
を

き
せ
恵
美
子
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

コ
ロ
ナ
禍
の
生
理
の
貧
困
／

コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者
世
帯
の
支
援

細
谷　

正
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

子
ど
も
を
守
る
た
め
オ
リ
・
パ
ラ
は

中
止
を
／
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

山
浦
ま
ゆ
み
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

市
民
自
治
・
参
加
と
協
働
の
意
義
の

見
直
し
／
公
園
整
備
の
あ
り
方

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

小
平
市
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
／

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に

山
田
大
輔
議
員

（
政
和
会
）

小
平
駅
前
の
整
備
等
を
進
め
る
べ
き
／

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

市民協働・男女参画推進課や子育て支援課などで配布されている生理用品
（写真は、市役所２階の子育て支援課窓口前）



一般質問

令和３年（２０２１年）７月２５日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

市議会ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/

 
質
問　

臼
花
小
金
井
２
丁
目
は
、
小

平
第
十
一
小
学
校
と
第
五
小
学
校
の

通
学
を
選
択
で
き
る
調
整
区
域
が
解

除
さ
れ
る
が
、
保
護
者
へ
の
説
明
は
。

　

渦
小
平
第
十
一
小
学
校
の
建
て
替

え
に
つ
い
て
、
現
在
の
校
舎
よ
り
面

積
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
度
と　

年
度

２８

２９

に
市
内
東
部
地
域
で
説
明
会
を
行
っ

た
ほ
か
、
令
和
２
年　

月
以
降
の
転

１０

入
者
に
は
市
民
課
等
で
案
内
文
書
を

配
付
す
る
な
ど
し
て
周
知
し
て
い
る
。

　

渦
教
育
環
境
を
確
保
し
更
新
時
に

見
込
ま
れ
る
児
童
数
に
見
合
う
規
模

の
施
設
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
く
。

東
部
地
域
の
児
童
数
増
加
に

市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か

 
質
問　

臼
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
紙
お

む
つ
と
同
様
に
、
ご
み
収
集
を
無
料

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

渦
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
際
し
、
予
約

か
ら
会
場
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た

障
害
者
枠
を
設
け
て
ほ
し
い
と
の
要

望
へ
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

臼
全
世
帯
を
対
象
と
し
て
使

用
済
み
ナ
プ
キ
ン
を
無
料
で
収
集
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
予
約
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等

を
丁
寧
に
案
内
し
、
接
種
は
、
状
況

に
合
わ
せ
て
近
く
の
医
療
機
関
の
紹

介
な
ど
、
接
種
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
明
ら
か
に
な
っ
た

社
会
的
弱
者
へ
の
対
応
を
急
げ

 
質
問　

臼
上
水
新
町
保
存
樹
林
３
千

８
百　

平
方
㍍
の
う
ち
特
別
緑
地
保

８６

全
地
区
指
定
が　
平
方
㍍
の
理
由
は
。

８６３

　

渦
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
指
定
は

目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

嘘
平
成　

年
度
に
平
地
林
３
ヘ
ク

２８

タ
ー
ル
を
取
得
し
た
さ
い
た
ま
緑
の

ト
ラ
ス
ト
基
金
の
よ
う
に
、
小
平
市

緑
化
基
金
を
発
展
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
所
有
者
の
意
向
や
市
の
財

政
状
況
等
と
の
調
整
に
よ
る
。

　

渦
指
定
に
は
慎
重
な
判
断
を
要
す

る
た
め
目
標
を
定
め
る
考
え
は
な
い
。

　

嘘
小
平
市
緑
化
基
金
は
、
さ
い
た

ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
基
金
と
同
様
の
機

上
水
新
町
保
存
樹
林
の
宅
地
開
発
の

事
例
か
ら
緑
地
保
全
の
施
策
を
問
う

能
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

 
質
問　

臼
多
文
化
共
生
を
目
指
す
施

策
の
今
後
の
方
針
は
。

　

渦
市
内
の
技
能
実
習
生
が
生
活
で

困
難
を
抱
え
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
。

　

嘘
小
平
市
大
学
連
携
協
議
会
に
朝

鮮
大
学
校
が
入
っ
て
い
な
い
理
由
は
。

市
長　

臼
次
期
小
平
市
の
文
化
振
興

の
基
本
方
針
策
定
の
検
討
の
中
で
在

住
外
国
人
の
課
題
把
握
に
努
め
、
実

情
に
応
じ
た
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
受
け
て
い
る
。

　

嘘
小
平
市
大
学
連
携
協
議
会
連
絡

調
整
会
で
協
議
し
た
が
見
送
ら
れ
た
。

多
文
化
共
生
社
会
と
外
国
人
の
人
権
の

確
立
に
向
け
た
市
の
取
組
を
問
う

 
質
問　

臼
市
内
で
農
地
ま
た
は
耕
作

用
地
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
い
る
箇
所
は
あ
る
か
。

　

渦
今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
生
産
緑
地
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
を
進
め
て
い
く
か
。

市
長　

臼
市
内
で
設
置
し
て
い
る
農

地
及
び
耕
作
用
地
は
な
い
。

　

渦
市
内
で
も
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
施
設
栽
培
を
行
う
農
業
者

が
増
え
て
き
た
の
で
、
設
備
の
電
力

供
給
の
た
め
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
利

用
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
事
例
等

を
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
と
連
携
し
な
が

生

産

緑

地

で

の

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

ら
農
業
者
に
情
報
提
供
し
、
市
と
し

て
必
要
な
支
援
等
は
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
令
和
２
年
度
の
水
防
演
習

で
は
前
市
長
は
出
席
し
た
か
。

　

渦
現
市
長
に
最
終
的
に
連
絡
を
取

っ
た
の
は
誰
か
。

市
長　

臼
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
感
染
リ
ス
ク
を

最
大
限
減
ら
す
た
め
に
、
規
模
を
縮

小
す
る
と
と
も
に
、
参
加
人
数
も
制

限
し
て
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
前
市

長
は
参
加
し
て
い
な
い
。

　

渦
防
災
危
機
管
理
課
よ
り
、
水
防

演
習
の
内
容
を
変
更
し
て
実
施
す
る

旨
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

小
平
市
総
合
水
防
演
習
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
新
市
長
と
し
て
、
小
平
市

の
防
災
を
ど
う
変
え
て
い
く
予
定
か
。

　

渦
市
内
の
地
区
防
災
計
画
の
策
定

状
況
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
評
価
は
。

市
長　

臼
市
に
お
け
る
防
災
対
策
の

取
組
の
方
向
性
等
は
、
現
在
修
正
を

進
め
て
い
る
地
域
防
災
計
画
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
着
実
に
推

進
す
る
な
ど
し
て
い
く
。

　

渦
令
和
３
年
５
月
末
で
計
画
は
策

定
さ
れ
て
い
な
い
。
小
平
市
は
平
た

ん
で
、
か
つ
、
崖
地
や
大
き
な
河
川

等
も
な
い
こ
と
か
ら
、
各
地
区
に
地

域
特
性
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

防

災

に

対

し

、

市
長
は
本
気
で
取
り
組
む
の
か

 
質
問　

臼
全
て
の
隣
接
市
が
既
に
情

緒
固
定
級
を
設
け
て
い
る
中
、
小
平

市
が
こ
れ
を
す
ぐ
に
設
置
し
な
い
理

由
は
。

　

渦
通
常
学
級
の
授
業
の
ラ
イ
ブ
配

信
や
録
画
配
信
を
行
い
、
支
援
級
や

通
級
の
児
童
・
生
徒
や
不
登
校
児
が

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
特
別
支
援
教
室
の
全
校

実
施
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
他
自

治
体
の
実
践
例
等
を
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
ひ
と
り
親
家
庭
の
実
態
調
査
を

外
２
件

行
き
場
の
な
い
子
ど
も
た
ち
を

見

過

ご

す

な
 

質
問　

臼
こ
れ
ま
で
改
善
が
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
最
大
の
障
壁
は
。

　

渦
個
別
対
応
を
行
う
判
断
基
準
は
。

教
育
長　

臼
児
童
が
自
ら
の
力
で
登

校
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
３
年
生
修
了
時
ま
で

と
し
て
い
る
。
必
要
性
を
判
断
し
４

年
生
修
了
時
ま
で
延
長
を
認
め
て
い

る
が
仮
に
５
年
生
以
上
も
認
め
る
と
、

乗
車
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
停
車
ポ

イ
ン
ト
が
増
加
す
る
た
め
、
児
童
の

通
学
時
間
が
長
く
な
り
心
身
の
負
担

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
児
童
の
障
害
の
状
況
等
を
勘
案

し
教
育
委
員
会
が
判
断
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

乗
車
対
象
学
年
制
限
の
撤
廃
を

 
質
問　

臼
少
子
化
対
策
の
目
標
等
は
。

　

渦
少
子
化
対
策
の
総
合
的
な
担
当

課
の
設
立
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
特
化
し
た
目
標
等
は
な
い

が
、
小
平
市
第
四
次
長
期
総
合
計
画

で
は
、
令
和　

年
の
あ
り
た
い
ま
ち

１４

の
姿
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
切
れ
目
な
い
子
育
て
支

援
策
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
少
子
化
対
策
は
様
々
な
施
策
分

野
に
関
連
す
る
た
め
、
１
課
で
担
う

よ
り
関
連
所
管
課
が
連
携
し
推
進
す

る
こ
と
が
適
切
と
認
識
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
少
子
化
加
速
、

少
子
化
対
策
課
の
設
立
を

 　

小
平
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

○
議
会
中
継

　

本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
録
画

映
像
は
会
議
日
の
３
日
後
か
ら
配
信

を
開
始
し
、
次
の
定
例
会
の
前
日
ま

で
の
間
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
発
言
は
会

議
録
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
当
シ
ス
テ

ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
会

議
録
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
市
議
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
市
議
会
だ

よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
形
式
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

５
月
、
８
月
、　

月
、
２
月
の
年

１１

市

議

市

議

会会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジジ

音
声
市
議

音
声
市
議
会会

だ

よ

だ

よ

りり

 
質
問　

臼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ

イ
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト

に
か
か
る
経
費
は
。

　

嘘
観
戦
事
業
の
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
は
。

　

唄
現
時
点
で
、
市
長
は
、
観
戦
事

業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
と

い
う
理
解
で
よ
い
か
。

市
長　

臼
競
技
会
場
と
の
一
体
感
を

感
じ
、
感
動
体
験
の
共
有
な
ど
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
１
千
５
百　

万
円
を
計
上
し
て

７５

い
る
。

　

嘘
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
、
夢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

観
戦
事
業
を
や
め
て
教
育
等
予
算
へ

に
向
か
っ
て
努
力
を
し
た
り
、
困
難

を
克
服
す
る
意
欲
を
培
う
こ
と
が
、

レ
ガ
シ
ー
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

唄
学
校
連
携
観
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
は
高
い
教
育
的
価
値
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
る

が
、
現
状
に
お
い
て
は
、
安
全
に
実

施
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、
準
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
よ
り
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
求
め

て
、
新
市
長
の
下
で
の
方
針
を
伺
う

〇
コ
ロ
ナ
禍
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

市
内
事
業
者
を
支
え
る
た
め
に

〇
小
平
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を

開
こ
う

川
里
富
美
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

東
部
地
域
の
児
童
数
増
加
／

コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
的
弱
者
へ
の
対
応
を

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

保
存
樹
林
の
宅
地
開
発
と
緑
地
保
全
策
／

多
文
化
共
生
と
外
国
人
の
人
権

比
留
間
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

生
産
緑
地
で
の 
ソ 
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
／

※
５

小
平
市
総
合
水
防
演
習

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

　

の
政
策
や
三
本
柱
に

８７市

長

は

本

気

な

の

か

福
室
英
俊
議
員

（
政
和
会
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

観
戦
事
業
を
や
め
て
教
育
等
予
算
へ

外
山
ま
な
み
議
員

（
政
和
会
）

特
別
支
援
学
級
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

学
年
制
限
撤
廃
を
／
少
子
化
対
策

※
１　

Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は

　

R
obotic

P
rocess

A
utom

ation

の
頭
文
字
を
組

み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、こ
れ
ま
で
人

間
が
行
っ
て
き
た
定
型
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動
化
す
る
こ
と
。

※
２　

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
と

は
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン

等
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
で
き

る
人
と
で
き
な
い
人
と
の
間
に
生

じ
る
様
々
な
格
差
の
こ
と
。

※
３　

イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦

と
は

　

道
に
放
置
さ
れ
て
い
る
犬
の
ふ

ん
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、
ふ
ん

の
周
囲
を
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
囲

う
こ
と
で
飼
い
主
に
警
告
す
る
取

組
の
こ
と
。

※
４　

お
う
ち
食
堂
と
は

　

江
戸
川
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

事
業
の
こ
と
。
食
事
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
食
の
支
援
が
必
要
な
家

庭
に
直
接
出
向
き
、
買
物
か
ら
調

理
、
片
づ
け
ま
で
行
う
。

※
５　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

と
は

　

農
地
に
支
柱
を
立
て
て
上
部
空

間
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

太
陽
光
を
農
業
生
産
と
発
電
と
で

共
有
す
る
取
組
の
こ
と
。
作
物
の

販
売
収
入
に
加
え
、
売
電
に
よ
る

収
入
や
発
電
電
力
の
自
家
利
用
等

に
よ
り
、
農
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

４
回
、
目
の
不
自
由
な
方
に
音
声
に

よ
る
市
議
会
だ
よ
り
（
カ
セ
ッ
ト
版

ま
た
は
デ
イ
ジ
ー
版
）
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

☎
０
４
２
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３
４
６
）
９
５
６
６

　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
な
ど

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす



この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

令和３年（２０２１年）７月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

令
和
２
年
１
月
、
多
摩
地
区
で
水

道
水
源
の
井
戸
か
ら
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
が

検
出
さ
れ
た
と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
、
は
っ
水
剤

な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
然
界
で
分
解
さ
れ
に
く
く
体
内
へ

意見書意見書意見書
　６月定例会では２件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

の
蓄
積
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
、
以
下
の
事
項
を
求
め
ま
す
。

１　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
拡
散

し
て
い
る
原
因
を
調
査
し
、
情
報
を

開
示
す
る
こ
と
。

２　

地
下
水
は
貴
重
な
自
己
水
源
の

た
め
揚
水
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
の
除
去
方
法
の
研
究
を
進
め
、
地

下
水
源
の
浄
化
、
活
用
を
図
る
こ
と
。

３　

今
後
規
制
さ
れ
る
可
能
性
の
あ

る
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ヘ

キ
サ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）
な
ど
に
つ
い

て
も
調
査
等
の
検
討
を
す
る
こ
と
。

　

東
京
都
知
事
宛
て

 　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

臼　

接
種
は
強
制
で
は
な
く
、
し
っ

か
り
情
報
提
供
を
行
っ
た
上
で
、
同

意
が
あ
る
場
合
に
限
り
接
種
す
る

渦　

感
染
症
予
防
の
効
果
と
副
反
応

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
意
見
書

自
ら
の
意
志
で
接
種
を
受
け
る

嘘　

職
場
や
周
り
の
方
な
ど
に
接
種

を
強
制
し
た
り
、
接
種
を
受
け
て
い

な
い
人
に
差
別
的
な
扱
い
を
し
な
い

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

第　
回
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種・

１７
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
に
提
出
さ
れ
た
資

料
に
よ
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
は

（
ア
）
感
染
予
防
効
果
に
つ
い
て
は

実
証
が
困
難
で
あ
る

（
イ
）
集
団
免
疫
の
効
果
は
大
規
模

な
接
種
後
ま
で
分
か
ら
な
い

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

効
果
の
持
続
期
間
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

強
く
求
め
ま
す
。

１　

各
自
治
体
に
対
し
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
臼
～
嘘
、（
ア
）、（
イ
）
の
内
容

を
周
知
す
る
よ
う
通
知
す
る
こ
と
。

２　

個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
な
い
選
択
を
し
た
場
合

「市民と議会の意見交換会」を開催しました

傍　聴　席　(60席)

議長席

演壇

理事者席 理事者席

6 5
安竹

4
佐藤（徹）

3
橋本（孝）

15
中江

14
伊藤

12
幸田

25
吉本

24
橋本（久）

23
津本

22
山岸

8
山浦 7

山﨑
18

鈴木（だ）
17

さとう（悦）
16
岡田

28
細谷 27

きせ 26
川里

2
石津

1
水口

11
山田

10
福室

21
松岡

19
鈴木（洋）

9
外山

20
比留間

13
　川

　会派は、政策を中心とした理念を共有する議員で構成されています。小平市議会では、
議会基本条例第４条で議会活動を行うため、会派を結成することができると定められてい
ます。２人以上の議員をもって会派を構成することができます。 ○＝幹事長

議 場 議 席 図議 場 議 席議 場 議 席 図図会 派 の 構 成会 派 の 構会 派 の 構 成成

  政和会（７人） 
○比留間洋一　石津はるか　鈴木　洋一
　外山まなみ　福室　英俊　松岡あつし
　山田　大輔

  フォーラム小平（４人） 
○吉本ゆうすけ　岡田しんぺい　川里　富美
　中江　美和

 《無会派》
  まちづくり市民こだいら（１人） 
　水口かずえ

  市議会公明党（６人） 
○虻川　　浩　佐藤　　徹　津本　裕子
　橋本　孝二　山岸真知子　幸田　昌之

  日本共産党小平市議団（３人） 
○細谷　　正　きせ恵美子　鈴木だいち

  生活者ネットワーク（３人） 
○さとう悦子　山浦まゆみ　山﨑とも子

  一人会派の会（３人） 
○伊藤　　央　橋本　久雄　安竹　洋平

水
道
水
源
井
戸
に

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が

流
入
し
た
原
因
究
明
と

情
報
開
示
を
求
め
る
意
見
書

も
行
動
の
制
限
や
差
別
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
地
方
自
治
体
等
と
連

携
し
、
対
策
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
）
宛

て
 　

中
江
美
和
議
員
が
５
月
６
日
付
で

一
人
会
派
の
会
を
退
会
し
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
小
平
に
加
入
し
ま
し
た
。

 　

５
月
６
日
、
竹
井
よ
う
こ
議
員（
フ

ォ
ー
ラ
ム
小
平
）
か
ら
、
市
議
会
副

議
長
に
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

同
日
付
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

会
派
の
異

会
派
の
異
動動

議
員
の
辞

議
員
の
辞
職職

 
《
小
学
３
年
生
》

○
６
月　

日　

四
小　

人

２１

７０

〇
６
月　

日　

十
一
小　

人

２２

９３

〇
６
月　

日　

一
小　

人

２４

８７

　
　
　
　
　
　

三
小　

人
１２５

○
６
月　

日　

八
小　

人

２８

１１４

 　

令
和
３
年
４
月　

日
発
行
の
こ
だ

２５

い
ら
市
議
会
だ
よ
り
第　

号
に
お
い

２４７

て
、
４
面
、
幸
田
昌
之
議
員
の
一
般

質
問
の
小
見
出
し
を
「
児
童
・
生
徒

を
守
る
学
校
通
学
路
あ
る
た
め
に
」

と
記
載
し
ま
し
た
が
、「
児
童
・
生

徒
を
守
る
学
校
通
学
路
で
あ
る
た
め

に
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

議
場
見

議
場
見
学学

市
議
会
だ
よ
り

市
議
会
だ
よ
り
のの

訂
正
と
お
わ

訂
正
と
お
わ
びび

ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
及
び
市
議
会
だ
よ
り

デ
ジ
タ
ル
版
に
つ
き
ま
し
て
は
訂
正

後
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 　

新
し
い
議
会
人
事
が
決
定
し
、
委

員
会
等
の
構
成
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
号
か
ら
広
聴
広
報
特
別
委

員
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、
よ
り
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報

特
別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

 

１６日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
２０日　幹事長会議（臨時）
２１日　議会運営委員会（臨時）
２３日　４月臨時会
 議会運営委員会（臨時）
 総務委員会（臨時）
２６日　新議員研修（２８日まで）
 

７日　幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
１１日　幹事長会議（臨時）
１４日　５月臨時会
 生活文教委員会（臨時）
 総務委員会（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
１５日　市民と議会の意見交換会
１７日　幹事長会議（臨時）
１８日　総務委員会
１９日　生活文教委員会
 東京都三多摩地区消防運営協議会通常総会
２０日　厚生委員会
 議員説明会
２１日　環境建設委員会
 幹事長会議（臨時）
２４日　幹事長会議（臨時）
２７日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会総会
２８日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
３１日　幹事長会議

4　月

5　月

4月16日～7月12日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌
 

３日　議会運営員会
８日　６月定例会初日
 幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
 総務委員会（臨時）
 正副委員長協議会
９日　６月定例会２日目
１０日　６月定例会３日目
１１日　６月定例会４日目
１５日　総務委員会
１６日　生活文教委員会
１７日　厚生委員会
１８日　環境建設委員会
２１日　広聴広報特別委員会
２２日　スマートシティ小平推進調査特別委員会
２３日　まちづくり調査特別委員会
２４日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
 幹事長会議（臨時）
２８日　小平・村山・大和衛生組合議会新議員研修
 東京河川改修促進連盟総会及び促進大会
３０日　６月定例会最終日
 総務委員会（臨時）
 広聴広報特別委員会
 

６日　幹事長会議（臨時）
 三鷹・立川間立体化複々線促進協議会・多

摩地域都市モノレール等建設促進協議会合
同総会

１２日　広聴広報特別委員会

6　月

7　月

　市議会では「今、議会に望むこと　コロナ禍でお困りのこと、お
聞かせください」をテーマに、今年初めての意見交換会を以下のと
おり開催しました。当初は、会場とオンライン両方での開催を予定
しておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オ
ンラインのみの開催といたしました。会場での参加をご検討されて
いた方には、改めてお詫び申し上げます。
　当日は、３月定例会及び４月臨時会の報告、新型コロナウイルス
対応についての現状説明を行ったのち、市民の皆様から、ミーティ
ング内チャットを使用してご意見を頂戴しました。
　多くのご意見をいただき、ありがとうございました。

　意見交換の内容やアンケート結果の詳細については、市議会ホームペー
ジ（https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）のほか、市役所７階議
会事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆さんとの意見交換の機会を定期的に設けていきます。多
くの方のご参加をお待ちしております。

▲当日の様子

５月１５日（土）　 オンライン開催　午前１０時から　参加者１４人
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